
西高校生レポート西高校生レポート 西高農場は、地域とともに先端技術の研究・研修、憩
い、自然とのふれあいの『場』として開放しています。

　「いらっしゃいませ～！」お店に入ると
元気な声で能代西高校の生徒が出迎えてく
れました。ビジネス系列で学ぶ生徒が“商
い”を実践的に学ぶ場として、能代駅前の
空き店舗を活用しチャレンジショップ「西

にし

輝
き

屋
や

」が７月２８日と２９日の２日間に渡って
オープンしました。このショップは、生徒
自らが企画・運営、仕入れ交渉などを行う
ことで、商品売買業の基礎を身につけるこ
とを目的としています。
　店頭には、能代西高農場で収穫されたね
ぎやオクラ、梅マドレーヌや新商品の梅
ずっパイ、古紙を回収し再生させたオリジ
ナルトイレットペーパーなど多くの商品を

販売・ＰＲしました。販売することだけでなくお客様として来店された地域の方々とふれあいを深め
ることで、能代西高校の活動をより多くの方に知ってもらうことができました。

　７月２３日に、能代地区高等学校ＰＴＡ交流会の
「そばまき」が行われました。恒例となったこの
行事には、能代西高校の職員や生徒をはじめ県内
の４校のＰＴＡ役員など約４０人が参加しました。
　そばまきは能代西高校の圃場１２０ａを使い、参

加者は耕起し
た畑にそばを
丁寧にまいて
いきました。
歩きながら種をばらまくという単純な作業ですが、これがなかな
か難しく、かごに入っている蕎麦が足りなくなったり、あまった
り。種をたくさん落としてしまうと、そこだけボワッと蕎麦が密
集して生えてしまうので、誰が担当したかわかってしまいます。
参加者は青空のもと、気持ちよく「そばまき」を楽しんでいまし
た。
　収穫は１０月頃を予定しており、収穫後はＰＴＡ会員によるそば
打ち体験や１年生の必修科目「産業社会と人間」でのそば打ち体
験、収穫感謝祭で生徒達に振る舞われる予定です。
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獅子座（7・23〜8・22）　温めていたプランを実行に移すのにベスト。積極的にアクションを起こして。自己アピールも成功する可能性大
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